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研究成果の概要（和文）：　本課題では2件の縦断的調査を通じて、主に以下の知見が得られた。（1）青年が有
する感受性の程度にかかわらず、1ヶ月あたりの自然体験活動の実施時間が長いほど、他者の情動を認識し、調
整する能力やwell-beingが向上しやすい傾向がある。（2）1泊2日の自然体験活動において、感受性が中程度以
上の青年では、自分の考えを他者に伝える体験の多さが、感受性の程度にかかわらず、何らかの物事に挑戦し、
それを達成する体験の多さが、それぞれメンタルヘルスの向上と関連を有する。

研究成果の概要（英文）：　This research project conducted two longitudinal surveys and reported the 
findings as follows. First, regardless of their level of sensitivity, the more time adolescents 
spend engaging in nature experiential activities per month, the more likely they are to improve 
their ability to recognize and regulate the emotions of others and their own well-being. Second, in 
two-day/one-night nature experiential activities, more experience in conveying one’s thoughts to 
others was associated with better mental health in adolescents with higher than moderate sensitivity
 levels. Additionally, more experience in challenging and accomplishing tasks was associated with 
better mental health, regardless of the level of sensitivity.

研究分野：健康心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　自然体験活動に関する先行研究では、その効果には個人差があり、必ずしもポジティブな効果が認められない
ことが指摘されている。本研究の知見は、このような効果の個人差が生じるメカニズムを明らかにするうえでの
基礎資料となり得るため、学術的に大きな意義があると言える。また、青年における心理的・社会的な不適応の
解決策の一つとして、自然体験活動が注目されている。本研究の知見を応用することで、より明確な目的意識を
持った自然体験活動の計画が可能になることから、社会的にも一定以上の意義を有すると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 文部科学省（2022）が実施した調査によれば、いじめ、暴力、自殺企図といった不適応行動を
経験する青年の割合は増加傾向にあることが報告されており、早急な改善策の確立が求められ
る。このような行動面、およびその基盤となり得る心理面の不適応状態を防止し、良好な発達を
促進するための取り組みの一つとして、自然体験活動に関心が向けられている（文部科学省，
2023）。自然体験活動は、都市緑地などの日常的に身を置く場所で行われるもの（e.g., 昆虫採集、
夕日鑑賞）と、居住環境からは離れた環境で行われるもの（e.g., 登山、キャンプ、海水浴）に
大別することができる。多くの先行研究では、いずれの環境で実施される活動でも、様々な適応
指標に対してポジティブな効果をもたらすことを示している（e.g., Roberts et al., 2020）。その
一方で、自然体験活動の効果の大きさには個人差があり、逆に不適応感が増大する事例も報告さ
れている（Bratman et al., 2019）。この一因として、パーソナリティなどの特徴が異なる個々人
に対して画一的なプログラムを実施してきたことが指摘できる。 
 自然体験活動のような教育的介入の効果を調整する要因として、近年の心理学領域では、環境
感受性の枠組みに注目が集まっている。環境感受性（以下、「感受性」と略記）とは、内的・外
的情報の知覚および処理の個人差を説明する特性であり、肯定的・否定的感情反応の大きさ、微
細な刺激に対する意識の高さといった特徴を反映する（Greven et al., 2019; Pluess, 2015）。青
年の心理的側面に対する介入を行った感受性研究を概観すると、感受性が低い青年で大きな効
果が観察された例と（雨宮・坂入，2018）、対照的に、感受性が高い青年においてのみ有意な効
果が認められた例（e.g., Amemiya et al., 2020）が混在している。この点を踏まえた基礎的な検
討より、青年の適応が促進されるメカニズムは、感受性の程度に応じて異なることが示唆されて
いる（e.g., Yano et al., 2021; Yano & Oishi, 2023）。 
以上の知見に鑑みると、感受性の個人差を考慮したうえで、自然体験活動と種々の適応指標と
の関連を明らかにすることで、対象者の心理的特徴に合わせた安全かつ効果的な野外教育の展
開、ひいては青年における心理社会的不適応の改善に資する示唆を提供できる可能性がある。 
 
２．研究の目的 
 上記の背景より、本研究課題では、自然体験活動の効果に個人差が生じるメカニズムにおける
感受性の役割を明らかにすることで、青年の適応をより効果的に促進するための基礎的知見を
提供することを目的とした。具体的には、以下に示す 2つの目的を設定した。 
目的 1：日常的に身を置く環境で実施されるものを中心とした自然体験活動の実施状況に注目し、
様々な適応指標との関連における感受性の調整効果を明らかにする。 

目的 2：日常的な環境からは離れた場で行われる野外教育実習での体験内容に注目し、活動を通
じた適応指標の変化、および活動後の適応指標に関連を持つ要因について、感受性の個
人差を踏まえたうえで明らかにする。 

 
３．研究の方法 
 本研究課題の 2つの目的に対応した、2件の縦断的調査を実施した（以下、それぞれを研究 1、
2とする）。いずれの研究においても、報告者の所属機関に設置された研究倫理審査委員会より、
事前に承認を受けた。 
（1）研究 1：自然体験活動の実施状況と適応指標との関連 
①調査対象者と手続き 
 中高生 1,400 名を対象に、各 3 ヶ月の間隔を空けた 4 時点の縦断的質問紙調査を実施した。
調査対象者には、事前に調査の趣旨やデータの取り扱いについて文書で説明し、同意を得たうえ
で回答を依頼した。また、保護者向けの説明文書も配布し、必要に応じて同意撤回の手続きを行
えるように留意した。その結果、1回目の調査には、1,212名（男子 882名、女子 314名、その
他・不明 16名；平均年齢 15.5±1.5歳）、2回目には 1,232名（男子 784名、女子 306名、その
他・不明 142名）、3回目には 1,246名（男子 883名、女子 322名、その他・不明 41名）、4回
目は 1,204名（男子 865名、女子 322名、その他・不明 17名）が参加した。 
 なお、以下の測定項目ごとに、Directed Questions Scale を挿入し、一定以上の違反回数
（Maniaci & Rogge, 2014）を示した対象者は、その測定時点での回答をすべて欠損値として扱
った。 
②測定項目 
 調査対象者には、1回目の調査で、感受性の測定尺度である HSCS-A（岐部・平野，2019）へ
の回答を求めた（Cronbach’s α = .69）。また、すべての調査において、1ヶ月あたりの自然体験
活動の実施時間（Preuβ et al., 2019）を尋ねる項目に加え、青年の適応に関する指標である 3つ
の心理尺度を使用した。すなわち、well-beingの測定尺度であるWHO-5-J（Awata et al., 2007；
α = .82 to .88）、情動知能の測定尺度である情動知能尺度（野崎，2012）、レジリエンスの測定尺
度である二次元レジリエンス尺度（平野，2010）の 3 つであった。なお、情動知能尺度は自身
の情動認識や調整に係わる「自己領域」（α = .77 to .85）、他者の情動認識や調整に係わる「他者



領域」（α = .87 to .91）、二次元レジリエンス尺度は遺伝的要因との関連が強い「資質的要因」（α 
= .85 to .88）、遺伝的要因との関連が比較的弱い「獲得的要因」（α = .79 to .82）といった下位尺
度ごとに分析に用いた。 
③分析方法 
 第一に、単変量潜在成長モデルにより、自然体験活動の実施時間、well-being、情動知能の自
己領域と他者領域、レジリエンスの資質的要因と獲得的要因のそれぞれにおける変化について、
その個人差も踏まえた分析を実施した。第二に、自然体験活動の実施時間における切片と傾き、
感受性（および両者の交互作用項）、それに性別と学年を説明変数、well-being、情動知能の他者
領域、自己領域、レジリエンスの資質的要因、獲得的要因のいずれかの切片および傾きを目的変
数とした、多変量潜在成長モデルに基づく分析を実施した。 
 
（2）研究 2：短期宿泊型自然体験活動を通じた適応指標の変化に対する関連要因 
 本研究課題の計画段階では、研究 2 では高校生を対象とした野外教育実習で調査を実施する
予定であった。しかしながら、新型コロナウイルス感染症拡大の影響、ならびに協力予定機関の
事情により、断念することとなった。その代替的な措置として、国立青少年教育振興機構（2021）
が保有するデータセットを用いて、二次的な分析を実施した。 
①調査対象者と手続き 
 四国・北陸地方の青少年教育施設で実施された、1泊 2日の野外教育実習の参加者である小学
5年生～中学 1年生 393名を対象に、3時点（活動直前、活動直後、活動 1ヶ月後）の縦断的質
問紙調査を実施した。研究 1と同様に、調査対象者には、事前に調査の趣旨やデータの取り扱い
について文書で説明し、同意を得たうえで回答を依頼した。また、保護者向けの説明文書も配布
し、必要に応じて同意撤回の手続きを行えるように留意した。各調査時点にて、Directed 
Questions Scale（Maniaci & Rogge, 2014）を用いた回答態度のスクリーニングを行った結果、
1回目（活動直前）の調査では 363名（男子 189名、女子 171名、その他・不明 3名；平均年
齢 11.7±1.0 歳）、2 回目（活動直後）は 368 名（男子 189 名、女子 169 名、その他・不明 10
名）、3回目（活動 1ヶ月後）は 362名（男子 188名、女子 168名、その他・不明 6名）の回答
が、それぞれ有効データとして扱われた。 
②測定項目 
 調査対象者には、1 回目の調査で、感受性の測定尺度である HSCS-C（岐部・平野，2020； 
Cronbach’s α = .64）に、2回目の調査で、野外教育実習における体験内容の測定尺度であるIOCE-
C（西田ほか，2002）に、それぞれ回答を求めた。IOCE-Cは、集団で行うキャンプ活動におけ
る自然との触れ合い、挑戦・達成、他者協力、自己開示、自己注目といった内容について、どの
程度の頻度で体験したのかを測定する尺度である（α = .68 to .79）。また、すべての調査におい
て、メンタルヘルスの測定尺度であるMHPC（西田ほか，2003）を使用した。なお、本研究で
は回答に要する負担を考慮し、半数の対象者がMHPCの中でもネガティブな側面を反映する因
子（怒り感情、疲労、引きこもり；α = .89 to .92）に、残りの半数がポジティブな側面を反映す
る因子（生活の満足感、目標・挑戦、自信；α = .88 to .92）にそれぞれ回答した。 
③分析方法 
 第一に、単変量潜在成長モデルにより、メンタルヘルスのネガティブな側面、およびポジティ
ブな側面における変化について、その個人差も踏まえた分析を実施した。第二に、条件付き潜在
成長モデルにより、調査時点を通じたメンタルヘルス（分析には、ネガティブな側面、ポジティ
ブな側面のいずれかを投入）の変化や、3回目調査時点のメンタルヘルスに関連する要因を検討
した。具体的には、メンタルヘルスの切片（※3 回目調査時点の値を反映）と傾きを目的変数、
野外教育実習における 5つの体験内容、感受性（および両者の交互作用項）、それに性別と学年
を説明変数とし、分析を実施した。 
 
４．研究成果 
（1）研究 1から得られた知見 
 単変量潜在成長モデルによる分析を行ったところ、自然体験の実施時間、well-being、情動知
能の自己領域、レジリエンスの資質的要因、獲得的要因において、切片および傾きの平均値と分
散が、いずれも有意な値を示した（p < .05）。情動知能の他者領域では、切片の平均値、傾きの
平均値と分散が有意な値を示した（p < .01）。なお、いずれのモデルにおいても、適合指標は良
好な値であることが確認された（CFI > .91、
RMSEA < .04）。 
 多変量潜在成長モデルによる分析を行ったと
ころ、自然体験の実施時間における傾きが well-
beingの傾きと（β = .15, p < .10）、自然体験の実
施時間における切片が情動知能（他者領域）の傾
きと（β = .08, p < .10）、それぞれ有意な正の関
連を示す傾向が認められた（図 1）。なお、自然
体験の実施時間における切片および傾きと感受
性との交互作用項を投入したモデルでは、各適
合指標が許容できる値を示さなかった。 

図 1. 研究 1における分析モデル 
注）適応指標には、well-being、情動知能の自己領域、他
者領域、レジリエンスの資質的要因、獲得的要因の
いずれかが該当する。 



以上より、青年が有する感受性の程度にかかわらず、都市緑地のような身近な環境であっても、
自然の中で過ごす時間を確保することが、well-beingの向上や、他者の情動に対する認識および
調整に関する能力の向上に対して関連を持つ可能性が示された。 
（2）研究 2から得られた知見 
単変量潜在成長モデルによる分析を行ったところ、メンタルヘルスのネガティブな側面、ポジ
ティブな側面のそれぞれにおいて、切片（※3回目調査時点の値を反映）の平均値と分散、およ
び傾きの平均値が、有意な値を示した（p < .01）。なお、いずれのモデルにおいても、適合指標
は良好な値であることが確認された（CFI > .98、RMSEA < .05）。 
 条件付き潜在成長モデルによる分析を行ったところ、メンタルヘルスのポジティブな側面に
おける切片に対して、野外教育実習の体験内容の一つである挑戦・達成が、有意な正の関連を示
した（β = .29, p < .01）。同様に、感受性と自己
開示との交互作用項が有意な正の関連を示し
たため（β = .39, p < .001）、単純傾斜の検定を
行った。その結果、感受性が一定以上の値（M 
– 0.38）を示す場合のみ、両者の間に有意な正
の関連が認められた（図 2）。 
以上より、学校行事として実施される野外教
育実習のような、1泊 2日の自然体験活動にお
いては、何らかの物事に挑戦し、それを達成す
る体験が、活動 1ヶ月後におけるメンタルヘル
スの高さと関連することが示唆された。加え
て、感受性が高いほど、自分の考えを他者に伝
える体験と、活動 1ヶ月後におけるメンタルヘ
ルスの高さとの関連が強くなる傾向が示され
た。これらの知見は、自然体験活動の効果に個
人差が生じるメカニズムを明らかにするうえ
で、有益な情報となり得る。 

 
（3）得られた成果の位置づけと今後の展望 
「１．研究開始当初の背景」にて述べた通り、自然体験活動の効果において個人差が生じるメ
カニズムを明らかにすることは、安全かつ効果的な活動の実現に向けて、重要な課題である。ま
た、感受性研究の文脈においても、特に国外では自然環境への関心が高まりつつある。例えば、
感受性と自然環境に対する意識との関連（Holzer et al., 2024; Setti et al., 2022）、自然環境に
関する映像視聴を通じた感情の変化における感受性の調整効果（Cadogan et al., 2023）などに
ついて検討されているが、実際の自然体験活動に注目した例は見受けられない。本研究課題、特
に研究 2 で得られた知見は、野外教育および感受性研究といった両領域の課題に対する示唆を
提供し、その発展に寄与するものであると考えられる。 
本研究課題では、上記のような知見を呈示することができた一方で、いくつかの課題が認めら
れる。第一に、研究 1 では 1 ヶ月あたりの実施時間という、自然体験活動の量的側面のみを測
定したが、研究 2のように「どのような活動をするのか」という質的な側面にも注目する必要が
あると考えられる。今後は、質問紙を用いた基礎的な検討においても、実施時間に加えて活動内
容や体験内容について測定を行うことで、日常的に身を置く環境での自然体験活動の効果、およ
びその効果に対する感受性の調整的な役割をより精緻に検討できるものと考えられる。 
第二に、研究 2 では 1 泊 2 日の短期的な自然体験活動に注目したが、日本の中等教育機関で
は 2 泊以上の日程で野外教育実習を行う例も少なくない。そのため、より長期的な活動の効果
検証を行うことで、実践の現場への適用可能性が高い知見を提供することが期待される。 
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